
Ⅶ．教職員一覧表 

 

Ⅷ．位置と面積及び施設の概要 

◇位    置  東経 138．15° 北緯 35．35° 海抜 250ｍ 

◇敷 地 面 積  26,488 ㎡ （校舎面積 2,980 ㎡ 給食室 170 ㎡ 

        屋内運動場 900 ㎡ プール（水面積）400 ㎡） 

◇施設の概要  鉄筋コンクリート 3 階建て 2,980 ㎡ １棟 

 校   舎  西側部分が管理棟と特別教室東側部分が普通教室 12 教室 

        各階に廊下を挟み、北側にワークスペース部分を設置 

                      （平成元年３月 20 日完成） 

◇屋内運動場  平成元年 3 月 28 日完成 900 ㎡ 

◇給 食 室  平成元年 3 月 20 日完成 170 ㎡ 

◇プ ー ル  平成元年 7 月 20 日完成 水面積 400 ㎡ 

◇パソコン室  平成５年８月３０日完成（改修） 

Ⅸ．主な行事予定 

 

Ⅹ．校舎教室配置図 
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中央市立田富南小学校 
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山梨県中央市西花輪１２５０ 

ＴＥＬ（０５５）２７３－９１１１ 

ＦＡＸ（０５５）２７３－０５８４ 
 

職　名 氏　　　名 学年・校務分掌

校　長 雨宮　実 学校経営

教　頭 山下　忍 学校運営　ICT端末管理

教　諭 今福　真紀
教務主任　教育課程　CS担当　校務支援システム
理科主任

教　諭 相馬　真人
Vamos（自閉症・情緒障害）学級担任　生徒指導主事
図工主任　６年所属　児童会副主任

教　諭 雨宮　陽子 ４年主任　研究副主任　給食主任　国語主任　図書館主任

教　諭 中澤　正明 ５年主任　体育主任　ＩＣＴ教育担当

教　諭 小山田　春香
英語専科教員　外国語担当　国際理解教育　６年所属
キャリア教育担当

教　諭 千野　唯莉子 ２年主任　研究主任　算数主任

教　諭 大柴　怜 ６年主任　児童会主任　家庭科主任

教　諭 上矢　澪
Amigo（知的）学級担任　特別支援コーディネーター
音楽主任　２年所属　安全主任

教　諭 佐藤　淳貴 １年主任　　GIGA・情報主任　視聴覚（情報）主任　生活科主任

教　諭 萩原　ひかる
３年主任　道徳主任　社会科主任　環境・福祉・人権教育担当
副読本担当

教　諭 小田切　英史 アクティブ加配（半日）　再任用　３年所属

教　諭 内藤　太一 任期付採用　日本語主任　総合的な学習主任　4年所属

教　諭 小泉　眞一 アクティブ加配（半日）　非常勤　５年所属

講　師 深澤　弘子 アクティブ加配（半日）　非常勤　１年所属

養護教諭 川口　夏美 保健主事

事務職員 金丸　立樹 学校事務

教　諭（育休） 渡邊　ひかり R３年９月９日～R７年３月３１日

講　師 南雲　千知  非常勤（火・水・木）

市単教員 樋口　茂美 ３年所属

通　訳 林　マイザ 通訳

司　書 笠井　美樹 図書館運営　図書指導

学力向上支援スタッフ 住友　智子 学習支援

ALT メメット・ヤナルダウ 外国語指導

環境・給食配膳員 笠井　いつ子 環境整備・給食配膳

環境・給食配膳員 田中　知己 環境整備・給食配膳

スクールカウンセラー 田澤　徹 教育相談
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入学式
新任式　1学期始業式
給食開始
避難訓練
全国学力・学習状況調査
家庭訪問（～25）
授業参観・学年部会・PTA総会

縦割り班レク
引き渡し訓練
田富南小大運動会

防犯教室
第1回学校運営協議会
一日学校開放日

個別懇談（～5）
給食終了
１学期終業式
夏季休業（～8/28）
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２学期始業式
給食開始
第2回学校運営協議会

避難訓練
林間学校（～27）

修学旅行（～4）
東部班陸上記録会
学校創立記念日
芸術鑑賞教室

南小ふれあいデー
避難訓練
児童会役員選挙演説会・投票

個別懇談（～5）
給食終了
２学期終業式
冬季休業（～1/8）
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３学期始業式
給食開始
一日学校開放日
スキー教室

新入児童保護者説明会
1・5年授業参観・学年部会
2・3年授業参観・学年部会
6年授業参観・学年部会
避難訓練
4年授業参観・学年部会
第3回学校運営協議会

6年生を送る会
第36回卒業証書授与式
給食終了
令和６年度修了式・離任式
学年末休業日（～3/31）

１学期 ２学期 ３学期



Ⅰ．学校沿革の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．中央市の教育の基本 
「まごごろ」 

 ・生きる力をはぐくむ教育（生） 
 ・命を大切にする教育（命） 
 ・信頼しあう教育（信） 
 

Ⅲ．学校経営の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅳ．校内研究 

 

Ⅴ．年間授業時数等 

 

Ⅵ．児童数・世帯数                   （令和６年５月１日現在） 

（1）研 究 主 題  
確 かな学 力 の育 成  

～論 理 的 思 考 力 を育 む授 業 づくりを通 して～  
 
（2）研 究 の方 法 と進 め方  
①全 教 職 員 共 通 理 解 の上 に立 って ,同 僚 性 を発 揮 し ,実 践 を行 い ,検 証 していく。  
②全 体 研 究 ・専 門 ブロック研 究 の組 織 で行 う。  
③ブロック研 究 では ,児 童 の実 態 や各 学 年 の発 達 段 階 に応 じた具 体 的 課 題 に対  

    し取 組 や実 践 を行 うことで ,めざす子 ども像 の実 現 にせまる研 究 を進 めていく。  
④互 いの実 践 から学 び合 うために ,全 員 が授 業 実 践 を行 う。  
⑤講 師 ・助 言 者 を招 いての理 論 研 究 の機 会 をもち ,研 究 を深 める。  
⑥年 間 行 事 予 定 に定 められている研 究 日 を原 則 とするが ,一 実 践 については ,  

適 宜 日 を設 定 し ,可 能 な限 り互 いの授 業 を参 観 する。  
⑦研 究 推 進 委 員 会 は必 要 に応 じて開 き ,研 究 に関 する検 討 や連 絡 調 整 を行 う。  
⑧先 進 校 の視 察 や文 献 の読 み合 いなど ,研 究 に活 かす。  
⑨限 られた回 数 の中 で無 理 なく ,かつ実 践 に活 かせる研 究 を行 う。  

 

 年   月 日    内    容 
昭和６３  ５．１９  建設小委員会 

９． ３  起工式 
９．２９  校歌・校章・校旗制定委員会 

平成元    ２．２８  屋内運動場完成 
３．２０  校舎・給食室完成 
４． １  開校式・第１回入学式・始業式 
７．２１  プール完成式 
９．１１  校庭使用開始 

１０．２０   第 1回学校創立記念日 
１２．１８   遊具等使用開始 

平成２   １．２６   校歌発表会 竣工式 
３．１７   校舎西側階段完成 
３．２０  第１回卒業式 

平成５  ８．３０  パソコン教室完成 
１０．２０  創立５周年記念式典 
１０．２６  体力づくり推進校研究発表会 

平成７  １．２７  県学校保健推進優良行として表彰される 
１１．２０  優良ＰＴＡ文部大臣表彰受賞 

平成１０ ４．１７  都江堰市人民訪日団視察来校 
１０． ９  創立１０周年記念式典 

平成１３ １．２０  ケヤキ大木植樹 
１１．１７  地域ふれあい道徳教育推進事業 

平成１４ ４． １  ボランティア活動普及協力校 
平成１５ ４． １  学力向上フロンティアスクール  

基礎学力向上やまなしプラン研究指定校 
     ８． ６  ＮＨＫ全国学校音楽コンクール山梨県大会入賞 
平成１６１１．１２  文部科学省指定「学力向上フロンティア事業」 
           山梨県教育委員会指定「基礎学力向上やまなしプラン」 
           公開研究発表会 
平成１８１１．１６  心に元気をはぐくむ道徳授業公開 
平成２０ ３． ３  校歌合唱曲完成 

７．２３  文部科学省指定「農山漁村におけるふるさと生活体験推進校」 
静岡県牧之原市での体験活動（３泊４日） 

平成２１ ７．２２  文部科学省指定「農山漁村におけるふるさと生活体験推進校」 
静岡県牧之原市での体験活動（３泊４日） 

平成２２ ６．１６  山梨大学教授岩永正史氏を講師に迎え「PISA型読解力」に 
ついての校内研究会を開催 

平成２４ ７．24～27 臨海自然教室（静岡県牧之原市）により５・６年生の体験活動 
（３泊４日）の実施 

平成２６ ６． ９  校舎大規模改修工事開始     11.26引渡し 
平成２７ １．１６  第 55回交通安全国民運動中央大会表彰受賞 
     ４． １  文部科学省指定「コミュニティ・スクール導入等促進事業」 
           青少年赤十字（JRC）加盟 
平成２８ ４． １  田富南小学校運営協議会設置 
平成２９ ６．２３  プール改修（大プール） 
令和元  ４． １  山梨県教育委員会指定「道徳教育研究推進校」（３年間） 
令和３ １１．２６  山梨県教育委員会指定「道徳教育研究推進校」授業研究会 

 

  １.学校教育目標 
    「豊かな心と たくましい体を持ち 主体的に学ぶ子」 
            ― 心・体・知を磨き 未来を拓く― 
                  心力 体力 知力 創造 

（１） めざす子ども像 
み みんなではげましあい 助け合える子 
な なにごとにもたえられる たくましい心と体をつくる子 
み みずから気づき 考え 正しく行動する子 
つ つねに自分から学び 基礎学力や学び方を身につける子 
こ  こくさい感覚を身につけ 自分の考えをのびのびと主張できる子 

 
  （２）めざす学校像                 
    ○一人ひとりの学力を保障する学校              
    ○生き生きと活動する子を育てる学校         
    ○違いを認め、共に高め合う学校             
    ○家庭や地域社会と共に歩む学校 

国
 

語

社
 

会

算
 

数

理
 

科

生
 

活

音
 

楽

図
　
工

家
 

庭

体
 

育

1学年 306 136 102 68 68 102 34 34 850

2学年 315 175 105 70 70 105 35 35 910

3学年 245 70 175 90 60 60 105 35 35 70 35 980

4学年 245 90 175 105 60 60 105 35 35 70 35 1015

5学年 175 100 175 105 50 50 60 90 35 35 70 70 1015

6学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 70 70 1015

外
国
語
・
外
国
語
活
動

総
授
業
時
間
数

年
　
間
　
授
　
業
　
時
　
間
　
数

学　年

（３）年間授業時数

各教科の授業時間
特
別
な
教
科
　
道
徳

特
別
活
動

総
合
的
な
学
習
の
時
間

１
学
期

２
学
期

３
学
期

合
　
計

１
年

72 78 49 199

２
年

71 78 49 198

３
年

71 78 49 198

４
年

71 78 50 199

５
年

72 78 50 200

６
年

72 78 47 197

 （２）年間授業日数
授業日数

項  　  目 項  　  目

児 童 登 校 児 童 登 校

さわやかタイム 8:25 ～   8:40 さわやかタイム

朝　の　会 8:40 ～   8:50 8:25 ～   8:40 朝 の 会

第 １ 校 時 8:50 ～   9:35 8:40 ～   9:25 第 １ 校 時

第 ２ 校 時 9:40 ～ 10:25 9:30 ～ 10:15 第 ２ 校 時

中休み時間 10:25 ～ 10:45 10:15 ～ 10:25 中休み時間

第 ３ 校 時 10:50 ～ 11:35 10:30 ～ 11:15 第 ３ 校 時

第 ４ 校 時 11:40 ～ 12:25 11:20 ～ 12:05 第 ４ 校 時

給　　　食 12:25 ～ 13:15 12:05 ～ 12:45 給　　食

昼休み時間 13:15 ～ 13:30 12:45 ～ 12:55 昼休み時間

清 掃 活 動 13:30 ～ 13:50 13:00 ～ 13:15 清 掃 活 動

第 ５ 校 時 13:55 ～ 14:40 13:20 ～ 14:05 第 ５ 校 時

（ 帰 り の 会 ） （14:40 ～ 14:50） （14:05 ～ 14:15） （帰りのしたく）

第 ６ 校 時 14:45 ～ 15:30 14:10 ～ 14:55 第 ６ 校 時

帰 り の 会 15:30 ～ 15:40 14:55 ～ 15:05 帰りのしたく

児 童 下 校 児 童 下 校

（１）生活日課表

３年生以上集団下校 15：05

クラブ・委員会：15:00～15:45 １・２年生集団下校　  14：20

平常日課時刻 圧縮日課時刻（含:水曜日）

8:05～8:15

16:15(冬季16:00） 15:05

学　年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

学級名 1組 1組 1組 1組 1組 1組
バ

モ

ス

ア

ミ

ー

ゴ

児童数 26 30 26 29 29 19 5 4 168

世帯数 15 21 20 26 28 19 5 4 138

学級数 1 1 1 1 1 1 1 1 8

特別支援

  （３）めざす教師像 ～主体性・協調性に満ち、「教育に労を惜しまない」教師～                            
     この学校の児童の「課題とは何か、（その課題を）どうしたいのか」、また「どの 

ような子どもに育てたいのか」をしっかりと持って指導する 
      ○厳しさと優しさがあり信頼される教師     
      ○意欲と創造性に満ちた教師                
      ○専門的な識見のある教師                  
      ○連帯感があり、協調する教師              
                                                
２．学校経営の基本方針 
 学習指導要領の趣旨を踏まえ、学校教育目標の具現化をめざし、全教職員が協働 
して創意と活力溢れる学校経営を推進する。そして、教育公務員としての自覚に立ち、 
教職員一人ひとりが危機管理意識の向上と学校経営参画意識の高揚を図り、保護者 
や地域住民の信頼に応える学校経営を推進する。 
 また、児童や地域社会の実情を的確に捉え、主体的で創意工夫のある教育活動を 
展開し、自主的・自律的な学校運営を実現する。設置から９年目になる「コミュニティ・ 
スクール（学校運営協議会）」を活用し、保護者や地域住民の参画しやすい環境を整え、 
地域に開かれた学校づくりを推進する。 
（１）知・徳・体の調和を重視した「生きる力」を育む教育課程の編成と実施 
（２）生涯学習の基盤となる「確かな学力」を育む指導と評価 
（３）集団の一員として自己理解を深めるための「豊かな心」を育む生徒指導 
（４）「健やかな体」を育むための基礎・基本となる資質や能力の育成 
（５）安心・安全を基盤とした家庭や地域社会に開かれた信頼される学校づくりの推進 
 
 
３．学校経営の指導重点 
（１）基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図る学習指導 
（２）主体的・対話的で深い学びを具現化した授業改善 
（３）豊かな心を育てる体験活動及び言語環境の整備 
（４）児童のよさや可能性を引き出す積極的な生徒指導 
（５）信頼に応える学校づくりの推進 
（６）教師としての専門性・指導力を高める校内研究の充実 
 
４．学校経営の具体的方策 
（１）基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と児童の学習意欲を高める学習指導 
（２）豊かな心を育てる体験活動及び言語環境の整備 
（３）教育活動全体を通した豊かな心の育成 
（４）児童一人ひとりのよさや可能性を引き出す積極的な生徒指導の推進 
（５）健康･安全意識の高揚を図る指導の充実 
（６）個々の実態に応じた特別支援教育の推進と相談体制の整備 
（７）安心・安全な地域社会に開かれた信頼される学校づくりの推進 
 
５．今年度の重点目標                 
（１）児童の「確かな学力」の向上に努める。～「主体的・対話的で深い学び」の実現～ 
  ①子どもが主語となる授業を展開するために，授業改善を行い言語能力の活用 

を意図した学習活動を充実さる。子どもたちが「考える」「考えの交換（対話）が 
できる」授業を行い，意欲的に授業に取り組む児童を育成する。 
（「個別最適な学び」「協働的な学び」の実現） 
②ＩＣＴ機器を活用し、情報活用能力を向上させ学力の向上を目指す授業実施。 

  ③「さわやかタイム」を活用して、児童の計算力や漢字力を高めるとともに、意欲的に 
家庭学習に取り組む児童を育成する。 

  ④国語・算数の学習は、ＴＴや少人数指導などきめ細かな指導を行う。 
  ⑤道徳教育を充実させ、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 
  ⑥外国語教育の実施に基づいて、各学年の発達段階及び実態に合わせた教育課 

程を編成するとともに、授業を充実させ、言語活動を通してコミュニケーションを 
図る基礎となる資質・能力を育成する。 

   
（２）よりよい生活や人間関係を築こうとする児童の育成に努める。 
  ①児童の学校生活の基盤となる学級経営（学級集団づくり）において学級目標にこだ 

わる学級づくりをする。 
  ②言葉遣いに気をつける児童を育成する。 
  ③進んであいさつする児童を育成する。（あいさつ日本一を目ざそう！） 
  ④大きな声で返事のできる児童を育成する。 
  ⑤「いじめ」をしない・させない・許さない児童を育成する。 
  ⑥特別な教育的支援・生徒指導を必要とする児童の指導は組織的に行う。 
 
（３）きれいで美しく整然とした学校づくりに取り組む。 
  ①心の和む教育環境づくりに努める。 
  ②保護者や地域住民と連携・協力して環境整備に努める。 
③無言清掃に取り組む（児童会中心） 

  ④感染症に関する情報の共有と児童への指導及び予防対策に全校体制で取り組む。  
  ⑤学校安全（安全教育）と安全管理の徹底を図る。 


